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513.自治体における民筒サポート製鍵鎌づくり教家の省

効性に燃する研究2......留保ヘルスアップ毒事畿におけ

る成果~
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{背諜:1H20年4月より医療制度改革の一環として、メタ
ボリツクシンドローム該当者の減少及び援蝶安部i戒を話的
とした特定健診・特定保稜指導制度が導入された。メタポ

1]ツクシンドローム該当者を対象にした特定保鍵指導にお

いては、従来自治体で参加希護者を対象;こ笑絡していた鍵

減数誌とは異なり、指導対象者が自らの;窓患で教護参加を

希望.する者ばかりではない。特定保健指導のモデル事業と

して笑施されたヘルスアップ事業の多くは、鶏義形式の指

導や綴別指導ゃい心とした従来の保健指導が実絡されてい

るが、これらの保健指導方法では、予紡分野において必ず

しも成果が得られていない。今後の特定保健指導において

は、意識が低い対象者であっても縦続的に参加でき、綴期

間'1 (3ヵ月-6ヵ月)で体霊減少等の成巣が得られるプnグ

ラムが必饗であるα{お釣}平成19年度に実絡した関係ヘ

ルスアップ事業における成染を謀総し、効果的な特定係官室

指導の実路方法を鳴らかにすることを目的とした。{方法}

新潟県児約市において基本健康診査を受診した40裁から74

裁の掻保被保険者のうち、「緩i義的健診・保健指導プログ

ラム.1iこ示された、積/種的支緩・動機付け支援に該当する

保能指導対象者90名(努性46名、 65.2歳、 k・4投14名、 61.7
議)に対して3-6ヵ月間の保健指導を尖絡した。保健指導

i之、(1) ITを活用したプログラム(ウオ}キング・ヱ

アロバイクを中心とした宥酸素殺迷動、自体設による筋力

トレーニング、多数訟による身体活動畿や体露呈成ヂータの

モニタリング)を基iこ;選2留の運動教室を中心とした保鰭

指導、(2 )領~U諮問及び相談による採縫指導、 (3 )講智

会及びi丞{雷(メール)を中心とした保健指導の3パターン
であっt.:..o1泉鑓指導前後に体組成測定、生活習横欝食、行
動ステージ様変を笑絡し、査HI出を行った。{結果}3~6 ヵ

月間の保縫指導前後で3群ともに生活習積溺査結果におい

ては、有意な改畿が認められた。また、運動教室群の綾犠j

(93.8cru吋 92.1cm)、体議 (68.0kg→67.3kg)、BMI(26.7 

咋 26.3)が有意に減少した。償却j訪問群では腹開のみ減少

が~られ (92.7cm →9L5cm) 、畿管会. :t掻穏群では変化

はみられなかった。行動ステージの変化においては3黙と

もに有意に変化し、開始前が関心潟及び準備期にあった俄

別訪問群と講習会・ j透{護群においても介入後は3走行茶話レベ

ルに向上したむ{結論] ITを活用した運動教箆型保健指

導は、訪問、講義及び通穏といった従来の保鰭指導のみに

よる支援よりも効巣が高いことが示された。
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